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令和５年度コンシェルジュによる愉
たの

しい居場所づくり事業
「あけおめ！ にほんのHappy New Year！」

共催：岡山大学「留学生支援ボランティア実習」受講者グループ

　県内に住む外国人を対象に、日本のお正月文化を体験できるイベントを開催しました。
　当協会でコンシェルジュとしてイベントの企画・運営に携わる留学生と、岡山大学の「留学生支援
ボランティア実習」を受講する学生が協力して実施したイベントです。
　当日は１５か国、４５名が参加し、習字や折り紙、けん玉などの遊び、着物の着付けなど、「日本らし
い」お正月の楽しみ方を体験しました。次ページで、参加者の様子を紹介します。
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令和５年度コンシェルジュによる愉
たの

しい居場所づくり事業

あけおめ！にほんのHappy New Year！あけおめ！にほんのHappy New Year！あけおめ！にほんのHappy New Year！

令和6年1月27日（土）

　イベントでは、様々な日本文化を楽しんでもらえるよう、「習字」「日本の遊び」「着物」「かるた」の４つの体験ブースを
設置しました。各ブースでは、学生やボランティアが特技をいかして参加者をもてなしました。

　「外国人に日本のお正月を体験してほしい！」という、学生の声から企画がスタートしました。学生たち
は「どうすれば外国人の方に来てもらえるだろう？」「外国人の方々はどんなことを体験したいんだろう？」
と意見を交わしながら、イベントの準備を進めました。

むかしの遊び
Japanese game

着物
Kimono

習字
Calligraphy

かるた
Karuta card game

　折り紙、けん玉、こま、
お手玉など、昔ながらの
日本の遊びを体験しました。
　どの遊びもシンプル
ですが、ついつい夢中に
なる面白さがあります。

　好きな着物を選び、
ボランティアが
着付けました。
　着付けが終わ
ると、会場のあち
らこちらで記念
撮影会が行われ
ました。

　お正月といえば、書き
初めです。
　「正月」「あけおめ」

「孫」など、先生のお手本
を見ながら好きな文字に
挑戦しました。

　ひらがなのかるたや、
百人一首を並べて展示
しました。
　色とりどりのカードは
見るだけでも楽しい気持
ちになります。

　参加者からは「日本文化を体験できて良かった」「外国人の友達がたくさんできた」などの感想が寄せられました。
準備を進めてきた学生たちにとっても、「人を喜ばせる」ことの難しさ、楽しさを実感する機会となりました。
　今後も様々な団体と協力し、新しいイベントを企画してまいります。

おかやま国際交流 2024.❻ №1552



月別事業
予定月 行 事 名 開催予定日

6月 第1回 親子で遊ぼう - Family Friendly Event - 6月29日（土）

7月 留学生と県民との交流会 7月27日（土）

8月 やさしい日本語研修会（岡山県内） 8月（予定）

9月
英語で話そう 9月14日（土）

子ども日本語学習サポーター研修会 9月（予定）

10月 国際貢献・協力セミナー 10月

11月

海外マガジンリサイクル 11月

ワールド・エクササイズ（岡山県総合グラウンド） 11月2日（土）

第2回 親子で遊ぼう - Family Friendly Event -

予　定

地球市民講座

12月

日本文化体験・交流会

日本語ボランティアスキルアップ研修会

地域共生サポーター養成講座・研修会

R7年1月
ボランティア交流会

多文化共生コミュニケーションサポーター研修会

2月 災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会

※行事予定は変更となる場合があります。ご了承ください。

＊�都合により、日程等は変更する場合があります。最新情報は、下の二
次元コードを読み取り、当協会のウェブサイトをご覧ください。

ホームページ  Facebook  X（旧Twitter）  Instagram

令和6年度 一般財団法人岡山県国際交流協会

行事予定表
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事業報告

講師：ＮＰＯ法人多文化共生マネージャー全国協議会　楊
よう

 軍
ぐん

（谷尾 陽子）氏　　共催：岡山県、岡山市、倉敷市

　災害時の外国人被災者の支援を迅速かつ円滑に行う体制づくりを目指して、災害救
援専門ボランティア（通訳・翻訳）登録者及び災害時の外国人支援に関心のある県民を
対象とした研修会を開催し、外国人８名を含む４１名が参加しました。
　はじめに、県国際課の槇原 聡一郎氏が災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）制度
について説明を行い「岡山県の在留外国人は３万人を超えている。外国人の困りごと・
不安の上位に『災害や緊急事態の対処の仕方』が挙げられており、災害救援専門ボラン

ティア（通訳・翻訳）の力が必
要である」とボランティアの登
録を呼びかけました。
　続いて熊本県在住の講師の楊 軍氏から、熊本地震時に支援者の
協力を得て、情報の多言語化や発信、避難所巡回活動等により被災
した外国人の支援を行った経験をお話しいただきました。
　昼食には非常食体験を行い、午後から、行政職員と外国人との

「仮説住宅の申込み」に関する会話の通訳ロールプレイや、「り災
証明書」「避難所における感染症予防」の翻訳に挑戦しました。参
加者らは適切な表現や単語の選び方について意見交換を行ったり、

疑問点を相談し合ったりしながら意欲的に取り組んでいました。
　研修会を通して「平時から日本人と在住外国人が交流を深めておくこと
が、災害時の様々なトラブルを防ぐことにつながると理解できた」「ロールプレ
イで実際に通訳を行う場面を想像でき、気づきが多かった」「災害時に備えて
もっと勉強したい」等の感想が寄せられ、新たに９名の方に災害救援専門ボ
ランティア（通訳・翻訳）にご登録いただきました。

岡山県災害救援専門
ボランティア（通訳・翻訳） 募集中！募集中！

　岡山県では、災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）を
随時募集しています。活動場所は、在宅や現地、災害時多言
語支援センター等選択することができます。また災害時に活
動依頼があった際に、ご自身が被災されている場合や活動
が難しい状況である場合は、お断りいただくことも可能です。
　できる範囲で活動いただけますので、外国語通訳・翻訳
の知識を有する方で、災害時の外国人被災者の支援に関心
のある方は、ぜひご登録をお願いします。

活動内容
◦外国人被災者のコミュニケーション支援
◦外国人被災者に提供する各種情報の翻訳

（想定される活動）
◦ �市町村関係者が避難場所などで被災者と

面談する際の通訳
◦電話または避難場所等に出向いての通訳
◦ �災害時多言語支援センターにおける各種

情報の翻訳
◦ FAXやEメールなどを使った在宅での翻訳ボランティア登録及び問合せ

岡山県県民生活部国際課
TEL：086‐226‐7284

災害時には、手を取り

共に助けあいましょう！

左から災害救援専門ボランティア
（通訳・翻訳）の尹

ゆん
 甲
かぷ

辰
ちん

さんと
侯
こう

 暁
ぎょう

軍
ぐん

さん

令和5年度 災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会
� 令和6年2月17日（土）

真剣に災害情報の翻訳に取り組む参加者

講義の様子

通訳ロールプレイでは災害用語に苦戦

おかやま国際交流 2024.❻ №1554



講師：（一財）自治体国際化協会（CLAIR）地域国際化推進アドバイザー
	 公益財団法人 北九州国際課交流協会 主任／多文化ソーシャルワーカー
	 北九州市多文化共生ワンストップインフォメーションセンターセンター長
	 矢野 花織氏

　行政窓口や学校等で外国人と日本人のコミュニケーションを通訳として
サポートする「多文化共生コミュニケーションサポーター」新規登録希望者と登
録者、延べ55名の参加者のもと「ボランティアとして語学力×コミュニケーション
能力を磨く」と題した研修会を開催しました。
　午前中は、通訳倫理と相談支援の基礎知識として対人支援全般に役立つスキル、通訳
倫理、通訳の練習方法を実際に体験しながら学びました。

　午後は、言語別トレーニングを重点的
に行いケーススタディやロールプレイにも
挑戦し、実践的な知識や対応についての
学びも深める機会となりました。
　最後に矢野氏は、当研修会が一人で
通訳現場に向かう参加者にとって「『多文化共生』という目標を持ったチーム
の一員としての一歩である」という言葉で研修会を締めくくられました。

　皆さん知っていましたか？ 日本語講座では「日本文化授業」を年度に一度、
クラスごとに行っています。
　土曜日のクラスの受講生と先生たちが、いつもの教室ではなく調理実習室
に集いました。テーブルには美しいピンク色の道

どう
明
みょう

寺
じ

粉
こ

や桜の葉が並んでお出
迎え。そう、このクラスの日本文化授業のテーマは「桜餅づくり」だったのです。
　先生から桜餅の文化的背景や作り方の手順を日本語で学んだあとは、いよ
いよ実践です。5か国8名の受講生のほとんどが初めて
の挑戦で、加熱されたもち生地に苦戦しつつも、先生に
たくさん質問したり助言を受けたりしながら、とてもかわ
いらしい桜餅を作り上げました。
　準備から調理、実食（ラマダン（※）中の受講生は持ち
帰りました）を通して、生活に密着した日本語を学ぶこと
ができ、そして何よりも先生方や仲間と共同作業を行う

楽しさを味わうことができました。
　さて、次回はどんな文化授業が待ってい
るのでしょう？ 楽しみですね。
�

（※）「ラマダン」とは？
イスラム教徒の義務の一つで、ラマダン期
間の約1か月間、日の出から日没までの
間、飲食を断つこと。

多文化共生コミュニケーションサポーター研修会
� 2月11日（日）①10:00～12：00（午前）　②13：00～16:00（午後）

日本語講座「日本文化授業」に行ってみた！� 3月16日（土）

講義の様子

意見交換を見守る講師

ロールプレイ中
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ミ
み
ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ

ン
ん

を取
と

るのが好
す

きなので、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

をたくさんの人
ひと

に伝
つた

えた
いと考

かんが
えています。I

アイ
P
ピー

U
ユー

は知
ち

識
しき

だけでなく、社
しゃ

会
かい

での考
かんが

え方
かた

やス
す

キ
き

ル
る

も教
おし

えてくれます。そのス
す

ロ
ろ

ー
ー

ガ
が

ン
ん

である「夢
ゆめ

・挑
ちょう

戦
せん

・
達
たっ

成
せい

」を一
いっ

生
しょう

忘
わす

れず、卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

も役
やく

立
だ

てたいと思
おも

っています。
I
アイ

P
ピー

U
ユー

を選
えら

んで良
よ

かったです。

― 活
かつ

動
どう

について
　日

に
本
ほん

語
ご

の壁
かべ

にぶっかっていた時
とき

、あえて、ほとんどの学
がく

内
ない

のイ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
に参

さん
加
か

しました。そこで多
おお

くの人
ひと

と出
で

会
あ

い、私
わたし

の価
か

値
ち

観
かん

が変
か

わりました。徐
じょ

々
じょ

に、参
さん

加
か

するだけでなく、日
に

本
ほん

人
じん

の
友
ゆう

人
じん

と一
いっ

緒
しょ

にイ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
を運

うん
営
えい

するようになりました。
　また、岡

おか
山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

が開
かい

催
さい

していたイ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
でコ

こ
ン
ん

シ
し
ェ
ぇ
ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ

の方
かた

々
がた

と出
で

会
あ

い、多
おお

くの会
かい

話
わ

をしたことで、コ
こ
ン
ん
シ
し
ェ
ぇ

ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ

の役
やく

割
わり

に興
きょう

味
み

を抱
いだ

きました。その後
ご

、先
せん

輩
ぱい

を介
かい

して私
わたし

も
コ
こ
ン
ん

シ
し
ェ
ぇ

ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ
として活

かつ
動
どう

する機
き

会
かい

を得
え

ました。これらの経
けい

験
けん

と様
さま

々
ざま

な人
ひと

々
びと

との交
こう

流
りゅう

によって成
せい

長
ちょう

することができました。私
わたし

は、ベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

の文
ぶん

化
か

や食
しょく

文
ぶん

化
か

に情
じょう

熱
ねつ

を持
も

ち、それを語
かた

ること
が国

こく
民
みん

の誇
ほこ

りを示
しめ

す、すばらしい方
ほう

法
ほう

だと考
かんが

えています。「環
かん

太
た

祭
さい

」という学
がく

園
えん

祭
さい

で出
しゅっ

店
てん

したり、公
こう

民
みん

館
かん

では、先
せん

生
せい

となっ
て、ベ

べ
ト
と

ナ
な

ム
む

料
りょう

理
り

の教
きょう

室
しつ

を開
かい

催
さい

す
るイ

い
ベ
べ

ン
ん
ト
と
を担

たん
当
とう

しました。ベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

の文
ぶん

化
か

をより多
おお

く
の人

ひと
に知

し
ってもら

えて、非
ひ

常
じょう

にうれ
しかったです。

実
じっ

家
か

のハ
は

ス
す

田
だ
（レ

れ
ン
ん
コ
こ
ン
ん

畑
ばたけ

）

ベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

での日
に

本
ほん

語
ご

ク
く
ラ
ら

ス
す

コ
こ
ン
ん
シ
し
ェ
ぇ
ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ

活
かつ

動
どう

文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

　学
がく

業
ぎょう

以
い

外
がい

にイ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
運
うん

営
えい

やコ
こ
ン
ん

シ
し
ェ
ぇ
ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ

活
かつ

動
どう

などでも活
かつ

躍
やく

中
ちゅう

の
ダ
だ

ン
ん

 ク
く
ア
あ
ン
ん

 テ
て
ィ
ぃ
ン
ん
さんに伺

うかが
いました。
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　ここメ
め
ル
る

ボ
ぼ

ル
る

ン
ん

に1歳
さい

半
はん

の長
ちょう

女
じょ

を
連
つ

れて、主
しゅ

人
じん

と永
えい

住
じゅう

して42年
ねん

にな
ろうとしている。
　最

さい
近
きん

、一
いっ

週
しゅう

間
かん

がたつのがぐっと
早
はや

く感
かん

じるようになったが､年
ねん

月
げつ

も同
おな

じで、鏡
かがみ

に映
うつ

る白
しら

髪
が

頭
あたま

の顔
かお

もあっという間
ま

に老
ろう

人
じん

。小
ちい

さい頃
ころ

は泣
な

き虫
むし

だった
長
ちょう

女
じょ

は二
ふた

人
り

の子
こ

を持
も

つ母
はは

親
おや

となり､もう一
ひと

人
り

の娘
むすめ

も3人
にん

の母
はは

親
おや

に。ここ数
すう

年
ねん

は私
わたし

も孫
まご

の世
せ

話
わ

で毎
まい

日
にち

忙
いそが

しく
楽
たの

しくしている。
　振

ふ
り返

かえ
れば､人

じん
生
せい

の流
なが

れの中
なか

で、主
しゅ

人
じん

と30代
だい

前
まえ

にオ
お

ー
ー

ス
す

ト
と
ラ
ら

リ
り

ア
あ

に移
い

住
じゅう

し、40代
だい

で横
よこ

浜
はま

市
し

に一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

、50代
だい

で中
ちゅう

国
ごく

大
だい

連
れん

市
し

にと､いろいろ貴
き

重
ちょう

な経
けい

験
けん

を
してきた。行

い
く先

さき
々
ざき

でそれぞれの人
ひと

や文
ぶん

化
か

､生
せい

活
かつ

に触
ふ

れ
ることができたのは､かけがえのない経

けい
験
けん

だったと感
かん

謝
しゃ

している。
　我

わ
が家

や
には小

ちい
さいながら裏

うら
庭
にわ

や表
まえ

庭
にわ

があり､果
か

樹
じゅ

や
野
や

菜
さい

畑
ばたけ

が見
み

える。緑
みどり

や土
つち

が大
だい

好
す

きなのは、やはり
私
わたし

が生
う

まれ育
そだ

った故
こ

郷
きょう

･
岡
おか

山
やま

県
けん

高
たか

梁
はし

市
し

での生
せい

活
かつ

か
らであろう。庭

にわ
いじりをし

ていると､麦
むぎ

､米
こめ

､野
や

菜
さい

を栽
さい

培
ばい

し年
ねん

中
じゅう

忙
いそが

しく働
はたら

いていた
親
おや

の姿
すがた

と四
し

季
き

折
おり

々
おり

の農
のう

村
そん

の生
せい

活
かつ

が思
おも

い出
だ

される。
　日

に
本
ほん

と同
おな

じでメ
め
ル
る

ボ
ぼ

ル
る

ン
ん

には四
し

季
き

があるが、雨
あめ

が
少
すく

なく乾
かん

燥
そう

気
ぎ

味
み

で、土
つち

もな
かなか黒

こく
土
ど

とは言
い

えない。
それでも、春

はる
のジ

じ
ャ
ゃ

ガ
が

イ
い

モ
も

から始
はじ

まりソ
そ
ラ
ら

マ
ま
メ
め

､夏
なつ

はト
と
ウ
う

モ
も

ロ
ろ

コ
こ

シ
し

やト
と
マ
ま
ト
と
にキ

き
ュ
ゅ
ウ
う
リ
り

、
秋
あき

になると大
だい

根
こん

、ニ
に

ン
ん

ニ
に

ク
く

などを育
そだ

てている。去
きょ

年
ねん

、友
ゆう

人
じん

からゴ
ご

ボ
ぼ

ウ
う

の種
たね

をもらったので少
すこ

しバ
ば

ラ
ら

エ
え

テ
て
ィ
ぃ
ー
ー

が増
ふ

え
る予

よ
定
てい

だ。初
しょ

夏
か

には梅
うめ

酒
しゅ

や梅
うめ

干
ぼ

しを作
つく

り､今
いま

は吊
つ

るし柿
がき

を作
つく

っている最
さい

中
ちゅう

で、日
ひ

々
び

庭
にわ

から「楽
たの

しみ」と「おいしい
もの」をいただいている。
　土

ど
曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

は日
に

本
ほん

人
じん

の友
ゆう

人
じん

4人
にん

と1時
じ

間
かん

余
あま

り歩
ある

き､
お茶

ちゃ
をしていろいろと生

せい
活
かつ

の
情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

をしている。歩
ある

くは
ずのコ

こ
ー
ー

ス
す

を外
はず

れ、ついつい
予
よ

定
てい

にないところを歩
ある

いてい
ることもあるが、新

あたら
しい物

もの
を見

み
たり出

で
会
あ

ったりの楽
たの

しさは
かえって良

よ
いものだ。また30分

ぷん
余
あま

り車
くるま

で行
い

けば、あちこ
ちに州

しゅう
立
りつ

公
こう

園
えん

があり野
や

生
せい

のカ
か

ン
ん

ガ
が

ル
る

ー
ー

が見
み

られるので
携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

のカ
か
メ
め
ラ
ら

が大
だい

活
かつ

躍
やく

している。
　一

いっ
方
ぽう

､定
てい

年
ねん

退
たい

職
しょく

した主
しゅ

人
じん

は､日
にち

曜
よう

日
び

は台
たい

湾
わん

系
けい

の寺
てら

の
図
と

書
しょ

館
かん

でボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

をしている。ベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

生
う

まれだが
中
ちゅう

国
ごく

系
けい

の主
しゅ

人
じん

は本
ほん

が大
だい

好
す

きなので､心
しん

身
しん

ともに健
けん

康
こう

な
時
じ

間
かん

を送
おく

っているようだ。
　我

わ
が家

や
の隣

りん
人
じん

は､イ
い
ン
ん
ド
ど
､ギ

ぎ
リ
り
シ
し
ャ
ゃ
、ポ

ぽ
ー
ー
ラ
ら
ン
ん
ド
ど
､マ

ま
レ
れ
ー
ー

シ
し

ア
あ

系
けい

といろいろだが､地
ち

区
く

的
てき

には最
さい

近
きん

ア
あ

ジ
じ

ア
あ

系
けい

が多
おお

くなっ
てきている｡親

しん
切
せつ

な人
ひと

が多
おお

く､お互
たが

い助
たす

け合
あ
う気

き
持
も

ちも強
つよ

いので、あまり神
しん

経
けい

を使
つか

わずのびのびとやっている。
　私

わたし
たちは国

こく
際
さい

結
けっ

婚
こん

をしたといっても、多
た

民
みん

族
ぞく

国
こっ

家
か

の
この地

ち
ではごく当

あ
たり前

まえ
の感

かん
覚
かく

だ。一
ひと

人
り

ひとりの理
り

解
かい

と尊
そん

重
ちょう

により､友
ゆう

好
こう

で温
あたた

かい家
か

庭
てい

・社
しゃ

会
かい

が輪
わ

の
ように広

ひろ
がっていくのだ

と思
おも

う。

― �さて、今
き ょ う

日はどんな
種
たね

をまきましょうか？

　世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

で生
せい

活
かつ

する岡
おか

山
やま

人
じん

を紹
しょう

介
かい

する新
しん

企
き

画
かく

です。各
かっ

国
こく

・地
ち

域
いき

に深
ふか

く長
なが

く根
ね

付
づ

いている方
かた

々
がた

から、生
せい

活
かつ

者
しゃ

の目
め

線
せん

で現
げん

地
ち

の日
にち

常
じょう

を語
かた

っていた
だきます。
　今

こん
回
かい

は、日
に

本
ほん

で知
し

り合
あ

ったベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

出
しゅっ

身
しん

の男
だん

性
せい

とご結
けっ

婚
こん

ののちオ
お

ー
ー

ス
す
ト
と
ラ
ら
リ
り
ア
あ

へ永
えい

住
じゅう

。
　メ

め
ル
る

ボ
ぼ

ル
る

ン
ん
：モ

も
ナ
な

シ
し

ュ
ゅ

大
だい

学
がく

併
へい

設
せつ

の日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

セ
せ

ン
ん
タ
た

ー
ー

に勤
きん

務
む

するなど､
現
げん

地
ち

で働
はたら

きながら子
こ

育
そだ

てを終
お

え、現
げん

在
ざい

は自
じ

身
しん

の趣
しゅ

味
み

などで楽
たの

しく日
ひ

々
び

を過
す

ごしていらっしゃる高
たか

梁
はし

市
し

出
しゅっ

身
しん

の香
か

川
がわ

景
けい

子
こ

さんからの寄
き

稿
こう

です。

オ
お

ー
ー

ス
す
ト
と
ラ
ら

リ
り

ア
あ

メ
め

ル
る

ボ
ぼ

ル
る

ン
ん

より

たくさんの吊
つ

るし柿
がき

畑
はたけ

の青
あお

々
あお

とした大
だい

根
こん

孫
まご

と寿
す

司
し

パ
ぱ

ー
ー

テ
て
ィ
ぃ
ー
ー

野
や

生
せい

のカ
か
ン
ん

ガ
が

ル
る

ー
ー

（ビ
び
ク
く
ト
と
リ
り
ア
あ

州
しゅう

立
りつ

公
こう

園
えん

にて）

ご近
きん

所
じょ

さんも参
さん

加
か

の正
しょう

月
がつ

恒
こう

例
れい

の餅
もち

つき（自
じ

宅
たく

にて）

香
か

川
がわ

 景
けい

子
こ

氏
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作
つく

ってみよう！

世
せ
界
か い
のレ

れ
シ
し
ピ
ぴ

岡
おか

山
やま

県
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 
図
と

書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

�
赤
あか

澤
ざわ

 節
せつ

子
こ

さん�

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！

図
と

書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

のボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

を始
はじ

めて３年
ねん

目
め

になりました。
　書

しょ
店
てん

勤
きん

務
む
２９年

ねん
、建

けん
設
せつ

会
がい

社
しゃ

で米
べい

軍
ぐん

基
き

地
ち

工
こう

事
じ

の入
にゅう

札
さつ

事
じ

務
む
９年

ねん
を経

へ
て完

かん
全
ぜん

リ
り
タ
た
イ
い
ア
あ

後
ご

、社
しゃ

会
かい

との繋
つな

がりを持
も

てる何
なに

か
に携

たずさわ

りたいと考
かんが

えて、いろいろと探
さが

ました。協
きょう

会
かい

のホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

でボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

募
ぼ

集
しゅう

を見
み

つけられたのは幸
こう

運
うん

でした。
　現

げん
在
ざい

、週
しゅう

１回
かい

の短
たん

時
じ

間
かん

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
と、月

つき
１回

かい
の終

しゅう
日
じつ

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

をしています。
　海

かい
外
がい

新
しん

聞
ぶん

を含
ふく

む新
しん

聞
ぶん

の入
いれ

替
か

えや新
しん

着
ちゃく

本
ぼん

の整
せい

理
り

、DVDなどの貸
かし

出
だし

・返
へん

却
きゃく

受
うけ

付
つけ

、古
ふる

新
しん

聞
ぶん

の譲
じょう

渡
と

対
たい

応
おう

などの手
て

伝
つだ

いをしています。
　ボ

ぼ
ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

をする楽
たの

しみは、職
しょく

員
いん

やボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

同
どう

士
し

、利
り

用
よう

者
しゃ

の方
かた

と話
はなし

をする
機
き

会
かい

があることです。自
じ

分
ぶん

以
い

外
がい

の人
ひと

の経
けい

験
けん

や考
かんが

えを聞
き
くことは大

たい
変
へん

興
きょう

味
み

深
ぶか

いこと
ですから。よく利

り
用
よう

される方
かた

からは日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

の国
こっ

家
か

資
し

格
かく

化
か

について、いろいろ
と深

ふか
い話

はなし
を伺

うかが
いました。図

と
書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

でボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

をしていなければ、知
し

る機
き

会
かい

はなかったでしょう。ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

のたまものです。
　デ

で
ジ
じ

タ
た

ル
る

化
か

の進
しん

歩
ぽ

で書
しょ

籍
せき

を取
と

り巻
ま

く状
じょう

況
きょう

は厳
きび

しいと感
かん

じますが、図
と

書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

にはテ
て

ー
ー

マ
ま

に沿
そ

って選
えら

び抜
ぬ

かれた蔵
ぞう

書
しょ

があります。落
お

ち着
つ

けるこのス
す

ペ
ぺ

ー
ー

ス
す

が多
おお

くの方
かた

に利
り

用
よう

いただけたら良
よ

いなと思
おも

います。これからも毎
まい

日
にち

のウ
う
ォ
ぉ
ー
ー

キ
き

ン
ん

グ
ぐ

と
チ
ち
ェ
ぇ
ロ
ろ

の練
れん

習
しゅう

、そしてボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けます。 図
と

書
しょ

資
し

料
りょう

室
しつ

での楽
たの

しい時
じ

間
かん

！

ス
す
リ
り
ラ
ら
ン
ん

カ
か

風
ふう

じゃがいもカ
か
レ
れ

ー
ー

「ア
あ

ラ
ら

ホ
ほ

デ
で
ィ
ぃ
」

ス
す
リ
り
ラ
ら

ン
ん

カ
か

風
ふう

じゃがいもカ
か

レ
れ

ー
ー

は、ス
す
リ
り
ラ
ら

ン
ん

カ
か

の家
か

庭
てい

料
りょう

理
り

で、
ス
す

パ
ぱ

イ
い
ス
す

を効
き

かせた風
ふう

味
み

豊
ゆた

かなカ
か
レ
れ

ー
ー

です。ご飯
はん

と一
いっ

緒
しょ

に食
た

べ
たり、パ

ぱ
ン
ん

につけたりして食
た

べることが多
おお

いです。
ぜひご自

じ
宅
たく

で作
つく

ってみてください。

レ
れ
シ
し

ピ
ぴ

紹
しょう

介
かい

者
しゃ

サ
さ

ハ
は

ン
ん
・ヒ

ひ
ロ
ろ

シ
し

 氏
し

（ス
す
リ
り
ラ
ら
ン
ん

カ
か

出
しゅっ

身
しん

）

じゃがいも… …………2個
こ

玉
たま

ねぎ………………1/4個
こ

にんにく… ……………2片
へん

青
あお

唐
とう

辛
がら

子
し

……………1本
ほん

かつお節
ぶし

……… ひとつまみ
水
みず

……………… 150ml
コ
こ

コ
こ

ナ
な
ッ
っ
ツ
つ
ミ
み

ル
る

ク
く
…… 150ml

★調
ちょう

味
み

料
りょう

◦カ
か
レ
れ

ー
ー
リ
り
ー
ー
フ
ふ
（あれば）

　…………………… 1枝
えだ

◦タ
た

ー
ー

メ
め
リ
り
ッ
っ
ク
く

……小
こ

さじ1/2
◦チ

ち
リ
り

パ
ぱ

ウ
う

ダ
だ

ー
ー

… … 小
こ

さじ1/2
◦ス

す
リ
り
ラ
ら
ン
ん

カ
か

カ
か
レ
れ

ー
ー

パ
ぱ

ウ
う

ダ
だ

ー
ー

　…………………大
おお

さじ1
◦塩

しお
………………小

こ
さじ1

◦黒
くろ

胡
こ

椒
しょう

…………… 少
しょう

々
しょう

◦セ
せ

イ
い

ロ
ろ

ン
ん
・シ

し
ナ
な

モ
も

ン
ん
（あれば）

　…………… ひとつまみ

材
ざい

 料
りょう

 （2人
にん

前
まえ

）
❶�じゃがいもは皮

かわ
をむいて一

ひと
口
くち

大
だい

に切
き

る。玉
たま

ねぎ、にんにくは
薄
うす

切
ぎ

り、青
あお

唐
とう

辛
がら

子
し

は種
たね

を取
と

り除
のぞ

いて輪
わ

切
ぎ

りにする。
❷ �鍋

なべ
にじゃがいも、玉

たま
ねぎ、にんにく、青

あお
唐
とう

辛
がら

子
し

を入れ、★と
かつお節

ぶし
をまぶしてから水

みず
を注

そそ
ぎ入

い
れ、中

ちゅう
火
び

にかけて蓋
ふた

を
する。煮

に
立
た

ったら火
ひ

を弱
よわ

めて10分
ふん

ほど、じゃがいもが柔
やわ

らか
くなるまで煮

に
る。

❸ �コ
こ
コ
こ

ナ
な
ッ
っ
ツ
つ
ミ
み
ル
る

ク
く
を加

くわ
え、優

やさ
しくかき混

ま
ぜながら煮

に
込
こ

む。
　 �味

あじ
がなじむまで5分

ふん
ほど煮

に
込
こ

み、塩
しお

で味
あじ

を調
ととの

える。ご飯
はん

を
皿
さら

に盛
も

り付
つ

け、カ
か
レ
れ

ー
ー

をかけて完
かん

成
せい

。

作
つく

 り 方
かた
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JICA寄稿

国際協力に関するご相談は岡山県JICAデスク（橋本）まで。
E-mail：jicadpd-desk-okayamaken@jica.go.jp ／電話：080-2934-8497
Facebook：https://www.facebook.com/jica.okayama

　皆さん、はじめまして。４月より岡山県のJICA国際協
力推進員として勤務させていただくことになりました。
橋本千明と申します。
　私の国際協力への関わりは、看護師として日本の病
院で働く中で小さな赤ちゃんを看護する経験から始ま
りました。その頃は「世界のどこでも同じ治療が受けら
れるのだろうか」という疑問を抱えていました。その疑
問を自分の目で確かめたいという思いから青年海外
協力隊へ応募し、タンザニアの病院で看護師として活
動しました。
　当初は水・電気・人材の不足に直面しました。私は
日本の整った環境でしか働いたことがありませんでし
たが、ここにはいろいろなものが無い。でも、現地の看
護師たちはそこにあるもので問題を解決する力を持っ
ていました。この経験から彼らへの尊敬の念と、「あるも

ので何とかできる」という気持ちが私に生まれました。
　例えば入院する患者さんが、点滴をされると思いま
すが、日本で使われるような点滴スタンドではなく壁に
くぎを打ちつけてビニールひもでつるしたりして工夫し
ていました。
　ゆったりとした時間感覚、お金や仕事への感覚の違
いなどに戸惑いましたが、皆で支え合う文化に感銘を
受けました。患者さんが入院すると家族が皆で食事や
着替えの世話を行うのです。仕事も休みます。日本で
は考えられませんが、私が現地で熱を出した時も、同じ
ように皆が見舞いに来てくれました。病気になると治療
ができず亡くなる人も多いので「直接会って見舞う」こ
とが大切にされていました。
　一方、入院が長引くと家族の収入が途絶えるので、
必要な治療をしたらなるべく早く家に帰ってもらうこと
が大切でした。日本とは違う考え方にはそのような理
由がありました。
　岡山に移住後は地元のNPOで勤務し、災害支援で
被災地へ行くこともありました。その時に多くのボラン
ティアの方に関わっていただきました。そこで活動できた
のは、「物が足りない中でどうするのか」を異文化の人
たちから学んだ知恵があったからだと感謝しています。
　「無い」から考えをやめるのではなく、あるものでどう
するかを考えることが大切なのだと思いました。日本に
も世界にも、様々な経験を持つ方がいらっしゃいます。
社会への貢献を望む人々の熱意に触れ、日本と世界の
つながりを改めて感じます。国際協力は、異なる文化を
学び、相手の大切なものは何かを知り、人々の生活に
根ざした活動をすることだと思います。
　岡山県JICAデスクを通じて、皆さんと共に学び、支
え合い、そして行動できることを楽しみにしています。

はじめまして！
岡山県JICAデスク
国際協力推進員着任のごあいさつ

独立行政法人国際協力機構（JICA）
岡山県国際協力推進員 橋本 千明 さん

同僚と病院のごみの

分別について啓発

限られた水を大切に

使う生活
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会員募集
一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　◦会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　◦メールマガジンの配信（月１回）
　◦協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　◦入会時に記念品をプレゼント
☆年会費
　個人会員： 2,000円　　団体会員：10,000円
　賛助会員：30,000円

☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL：086-256-2000 ※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp

一般財団法人 岡山県国際交流協会
　企画情報課
　　　　　☎086−256−2914（月〜土　9：00～17：00）
　総務課　☎086−256−2000（月〜土　9：00～17：30）

�
会議室等の予約 受付管理班 ☎086−256−2905（9：00〜17：30）
［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）

■編集・発行
〒700−0026 岡山市北区奉還町2−2−1
岡山国際交流センター内 一般財団法人 岡山県国際交流協会

086−256−2000（月〜土　9：00〜17：30）
086−256−2226

ホームページ：http://www.opief.or.jp
Facebook：https://www.facebook.com/coolopief/
X（旧Twitter）：https://twitter.com/opief_okayama
Instagram：https://www.instagram.com/opief_okayama/

E-mail：kokusai@opief.or.jp

問 

合 

せ

イベントカレンダー
E V E N T  C A L E N D A R

最新情報は、当協会のホーム
ページやFacebook、X（旧
Twitter）等で随時お知らせ
します。

� � �

ホームページ Facebook X（旧Twitter） Instagram

　年４回お送りしている会報誌は、皆さんからのアンケートのご意見を参考にさせていただきながら、協
会職員が毎号編集会議を開いて企画案を一生懸命考えています。
　令和５年度は「外国人エッセイ 私の何でも自慢」「ボランティア活動しています！」「事業報告」など
に高評価をいただきました。今年度は、新企画として世界各地で生活する岡山県出身の方を紹介する

「WorldなんしょんNow？」というページを設けましたので、ぜひご一読ください。
　これからも読者の皆さんの声を反映した誌面づくりを頑張りたいと思います。アンケートから、読みたい記事などにつ
いてご意見・ご感想をお寄せください。

▲

ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム

会報誌アンケートのお願い 今後の参考にさせていただくため、ご協力をお願いします。

留
りゅう

学
がく

生
せい

と県
けん

民
みん

との交
こう

流
りゅう

会
かい

　県
けん

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の留
りゅう

学
がく

生
せい

が講
こう

師
し

となり、出
しゅっ

身
しん

地
ち

の文
ぶん

化
か

を紹
しょう

介
かい

し
ます。自

じ
由
ゆう

に会
かい

話
わ

をする時
じ

間
かん

もあります。

◦と　き	 令
れい

和
わ
６年

ねん
７月

がつ
２７日

にち
（土

ど
）１３：３０～１５：３０（予

よ
定
てい

）
◦対

たい
　象

しょう
	 国

こく
際
さい

交
こう

流
りゅう

に興
きょう

味
み

のある県
けん

民
みん

、県
けん

内
ない

在
ざい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

◦参
さん

加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

◦定
てい

　員
いん

	 5０名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（６月

がつ
下
げ

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）

７月
がつ

英
えい

語
ご

で話
はな

そう
　様

さま
々
ざま

な国
くに

の人
ひと

と、楽
たの

しみながら英
えい

語
ご

でコ
こ
ミ
み
ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し
ョ
ょ
ン
ん

をとりましょう。

◦と　き	 令
れい

和
わ
６年

ねん
９月

がつ
１４日

にち
（土

ど
）１３：３０～１５：３０

◦対
たい

　象
しょう

	� 協
きょう

会
かい

会
かい

員
いん

または県
けん

内
ない

在
ざい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

で、簡
かん

単
たん

な日
にち

常
じょう

英
えい

会
かい

話
わ

ができる方
かた

（高
こう

校
こう

生
せい

以
い

下
か

は協
きょう

会
かい

会
かい

員
いん

でなくても参
さん

加
か

可
か

）
◦参

さん
加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

◦定
てい

　員
いん

	 40名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（８月

がつ
中
ちゅう

旬
じゅん

受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）

９月
がつ

子
こ

ども日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー
タ
た
ー
ー

研
けん

修
しゅう

会
かい

　外
がい

国
こく

にル
る

ー
ー

ツ
つ

を持
も

つ小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

への日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

と技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

びます。研
けん

修
しゅう

修
しゅう

了
りょう

者
しゃ

は本
ほん

協
きょう

会
かい

の「子
こ

ど
も日

に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

」に登
とう

録
ろく

できます。

◦と　き	 令
れい

和
わ

6年
ねん

9月
がつ

（予
よ

定
てい

）
◦対

たい
　象

しょう
	� 子

こ
ども日

に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

登
とう

録
ろく

者
しゃ

及
およ

び新
しん

規
き

登
とう

録
ろく

希
き

望
ぼう

者
しゃ

◦参
さん

加
か

費
ひ

	 無
む

料
りょう

◦定
てい

　員
いん

	 40名
めい

（要
よう

申
もうし

込
こ

み、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
◦申

もうし
込
こ

み	 企
き

画
かく

情
じょう

報
ほう

課
か
（8月

がつ
受
うけ

付
つけ

開
かい

始
し

予
よ

定
てい

）

９月
がつ

※最新情報は当協会のホームページをご確認ください。
	 会場はすべて岡山国際交流センターです。
	 問合せ・申込みは企画情報課まで。〈　　　　　　　　　　   〉
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